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講評 

やや易化しました。大問ⅠとⅡは知識問題中心の構成で、基礎を丁寧に学習している受験生であれば高得点が可能です。大問ⅢとⅣ

は実験考察問題ですが、大問Ⅲは実質知識問題と言えるものです。大問Ⅳについては、文章とグラフを丁寧に分析することで十分正

解を選ぶことが可能です。例年出題されている計算問題は、大問Ⅱの問 2（2）と問 3（3）で出題された合計 3問で、難易度的にも

時間的にも十分解答が可能な問題です。全体的には、基礎を疎かにせず、丁寧な学習を心掛けた受験生が高得点を取ることができる

問題の構成であるという印象を受けます。 


